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山 下 一 道 訳

「あ らゆ る思 惟 と存在 に はひとつ の法則 が根 拠 となって いる。それ は全体 と部分 、等 しきものと

異 なったものにつ いての法則 であ る。」

ア リス トテ レス

論理学 が主題的 に扱 う対象 は思 惟 の事実 的過程 これ は心理学 の対象 であ るが で はない と

い うこと、 この こと は、論理学 が あらか じめ抽象 的 に構成 され た 「思 惟の諸形式(Denkformen)」 、

つ ま り、あ らか じめ考 え られた思惟 の形 式主義 に関係 してい るとか、 あるいはまた、関係 しな けれ

ばな らない とい うことを意 味す るのではな い。そ ういうあ らか じめ考 えられた思惟の形式主義 は、

現実 の思 惟、即 ち 「思惟 する思惟(dasdenkendeDenken)」 か らは遙 かに隔 った もので ある。なぜ な

ら、思 惟 による この ようなア ・プ リオ リな構成 の規準 と規則が 、思 惟 の真 に妥当す る規準 と規則 で

なければ ならない とい うこと、 いや、そ もそ もそ うあ りうるとい うこと、 こうい うことは全 く疑 わ

しい ことだか らで ある。形式 論理学 の発展 の歴 史 が示 す ように、現実 の思 惟 は、 その思惟 に本質 的

な意 味連関 、真 理関係 そ して諸可能 性 を伴 って いるので、構成 され た論 理学の体系 か ら、 この体 系

が、意味 と内容 を欠 いた 「記号(Zeichen)」 か らなる諸 関係 の同語反復的結号 で あるが故 に、一貫

して排除 され る。論理学 の理念 が この よ うな(記 号 か らなる関係 の結合 という)ゲ シュタル トにお

いての み実 現可能 で あると した ら、 この ことは、一 元的要求 と して、数学的 な構成 的性格 を もっ領

域 において も危機 に陥 るように思 われ る類 いの恣 意的 な仮定 で ある。 というの も例 えば、サイバ ネ

テ ィ ックスの体系 にお いては、実 質的 で全 体的 な構 造が 明 らか になるか らである。論理学 を根底 的

に拒否 する ことは、例 えば、ハ イデ ッガーの場合(「 論理学 の理念 は……の うちに融 け こん で い く
③

(DieIdeederLogiklδstsichaぜf… …)」)の 如 く、この危機 か らの ひとつの帰結 である。形式論理

学 の危機 にお いて は、現実性 がそ の綜体性 の うちで反省 され、思惟 と存在 の関係が顧慮 され ること

によ り、矛盾 を投入 し、形式 論理学 の積 極的否 定 を遂行 した弁証法 へ と立 ち至 った。矛盾 の積極的

投入 か ら、確 かにヘ ーゲ ルの場合 、その否定 の否 定 におい て、相 対立す る体 系の全体 の合 一 と相互

止 揚を可能 にはす るが、内容的に無規定 な一 つの形式主義 が生 じた。 なぜ な ら、この弁証法 の形式 は、

原理 的 に内容 が無 規定 であ るが故 に、例 えば、唯物論 的体 系 内容 と同様 に観念 的論体 系内容で満 た

される ことが で きたか らで ある。 しか し、 この形式的弁 証法 は、 まさに、その内容 的、対象的規定

が不可 能で あるが故 に、学 問的思惟 にとって、結局 は役 にたたない ものと して証 明されねば ならな

かった。実質的弁 証法 を論 理形式 と結 合 させて道 を開 くことは、具体 的 なものと全体 とい う弁 証法
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的契機 が 、意 味のゲ シュタル トと構造 とい う論 理形式 の うちで 獲得 される な らば、積分法(Integration)-

の原 理 か ら達 成 される。統 合論理学 は、 この ような試 み を叙述 す る。更 に、 この立場 で は現象学 に

よって喚起 され た内容 に関す る要求 を(純 粋 に直観 的な方法 の適 用 に よって)範 疇的な思惟形式 へ

還元 す る ことな しに、論 理的 なものの もつ意 味 と意義 という性格 の うちで満 たす ことがで きる。原

理 的 に内容 と形式 を統合 して、論理 的 、方法 論的 に分 離す る傾 向 と動機 とを綜合 す る試 みは、決 し

て機械 論 的な混在主義(einmechanischerSynkretismus)で は な い。 この綜 合 は、む しろ、或 る新

しい綜 合 の理念 、即 ち、積 分法 という綜合 原理か らな る論理秩 序(ordologicus)の 構 想である。こ

の綜 合原理 は、今 日、多種 多様 に論 じられて いるが、統 合論理 学 において は、我 々 は、 この原 理 の

もっ論理 的次元 を反省 し、 それ によって、その論理 的根 本形式 を明 らか に しよ うと思 う。

統 合論理学 は伝統 的古典論理学 か ら区別 され ない といった粗 雑 な考察 、 これは 「概念」 「判断」

「推論」 とい った伝統 的 な術語 と区分 の使 用か ら生 じることで あるが、 このよ うな考察 がな され る

場合 の こと を仮定 してみ よ う。勿論、術語 が同一 の場 合 、注 意 されな いこと が多 いが 、「単語」の意

味の変遷 が問題 なのであ る。 それ故、例 えば 「現象学 」 とい う語 は、ヘ ーゲル とフ ッサ ールの場合

で は、全 く異 った意 味 を持 ってい る。従 って、 ここで は同 じ語 をむ しろ一つ の両義性 と して見 な さ

ね ばな らな い程 である。言語 の歴 史 において、単語 は変 わる ことな く、 その意 味が幾度 とな く変遷

して いる ことが 、見 い出 され るが、新 しい意味 の次元へ の進 出 は、多 くの場合 、新 しく言 語 を創 出

す るこ とによっては保証 されな い。物理学 が要求 す る如 き、精 密 な陳述 において も、古典 物理学 か

ら量子論 への移行 は、ハ イゼ ンベ ル クの示唆 する ように、言語 にお けるか くの如 き緊張 状態 によっ

て特徴 づ け られる。「統合(Integral)」 と い う語 に とって も、 この事情 は同様 で ある。

伝統 的論理学 の論理形式 と統 合論理学 にお ける論理 のゲ シュ タル トの区別 は、或 る比 喩 によって

一 目瞭然 となる
。一本の 直線 が定規 を用 いてひかれ 、 この 「定規 の直線」 が直線 と して把握 され、

確 定 され る場合 を想定 してみ よう。その場合 、定規 を用 いて一定 の手順 で方法的 に実 現 された直線

が、空 間 における抽象化 と孤 立化 とに よって直線 それ自体 と して作 られてい ること は明らかで ある。

この ような方法論 的 に抽象 的 な反 省 にあって は、 直線 を孫立 させ他 のすべての もの を捨 象 して、抽

象的形 式的概念 が、 ひいて は、綜体性 が崩壊 した状態 で、形式 的概念的 な同一性 にお いて直線 が構

成 され る。

しか しなが ら、直線 をひ く場合 、 直線が実 際 にひかれ る際 に㍉ その周 囲が一緒 に関係づ け られ る

な ら、つ ま り、 直線 が ひ か れ る空 間 と しての平面 が、線分 に よって区分 され る全体 と して、 そ し

z、 区分 された全 体 と して具 体的 に形 成 され るな らば、その場合 、 直線 は具体的 に全 体 を形成 しつ

つ 、同時 に全体 を区分す る契 機 と して、全体 か ら把握 され る。そ して、具体的概念 にお ける全 体的

規定 の うちで、相 補的統合性 か らな る論理的 ゲ シュ タル トと して理解 され る。具体 的概念 とい うの

は、決 して他 か ら孤立 する 自己規定 の中 を形式 的 にいつ まで も循 環 する概 念で はな く、全体 と いう

現実性 の うちにまで歩 み入 り、 この現実性 の うちで、全体 のゲ シュタル ト構造 とその構 造 を形 成 し

ている という具体 性へ到達 す る概念 で ある。 この点 で、統合論 理学 の弁 証法 との区別 も説 明される。

弁証 法的反省 は、概念 の もつ抽象的 な被規定性 と被制 限性 を こえ て全体 へ と、換言 すれ ば、(概 念

的)同 一性 か ら綜 体性へ と広 が りゆ く。 しか しそれは、一契機 と しての概念 を広 が りゆ く運動 の中
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へ投入 し・ そ して、否 定 を通 じて進行 する回帰的反省 において、まさ しく、概念 の同一性 へ立 ち帰

るとい う仕方 で広 が るので ある。 それ故、結果 と して、 この同一 性 は思惟の運動 の閉鎖的循環 関係

の うちで綜 体性 と して実現 され ることにな る。弁 証法的 な思 惟 の道筋 で は、概念 を越 える ことはで

きないので ある。む しろ概念 が 否定 とい うえせの超越 に よって媒介 され、 その概念 の もつ空虚 な無

規定性 が、対立 を止 揚す るとい う弁証法 的 に内容 な き地平 と して、具体化 され るので ある。そ して

この地平 は唯物論 的に と同様 に、観念論 的 に も実現 され る。

それ故 、 この概念 を超越 する とい うこと、 それ は弁証法 においてその発端 をもつ が、この ことは、

徹底 して遂行 されね ばな らない。 それ は、形式概念 の 自己運動 の うちに常 に閉 ざされた循環 運動 か

ら、移行 的な仕方 で脱 出し、概念 の もつ論 理的 ゲ シュ タル トとい う現実性 へ至 るためであ り、且つ、

その現実性 において思惟 が存在 に対 して開か れてい るとい うことへ到達 する ためなのである。

統合論 理学 は、思 惟 をその形式的構成 面 の うち にア ・プ リオ リに制限 して しまうことにな るよ う

な考 え られ た思惟 か ら出発 す るの ではな く、ゲ シュ タル トを現実 に荷 ってい る思惟 する思惟か ら出

発す るので ある。その場合 、心理学 にお いて問題 とされ る主観 的思惟作用 が重要 である と考 える よ

うな誤解 は除外 されね ばな らな い。主 観 と客観 は、分離 され対立 させ られて いる場合 に は、既 に抽

象 である。具体 的 な思惟 にお いては、主観 と客 観 は、具体的構造 の うちで相補的 に統 合 されてい る。

主観 と客観の この統合 は、具体的 な在 り方 の うちで、例 えば、観 測者 と観 測 される ものが或 る一定

の観測 状況 におい て、「相補 的(komplementar)」 な 統一 を形成 してい る物理学 において示 され る。一

主観一 客観一全体 とい う接 合構造 にお いては、思惟 のゲ シュ タル トはその実際 の運 動の うちにお け

る具体 的在 り方 と して実 現 され てい る。思惟 す る思惟 は、 ひとつの全体 をこの よ うな仕方 で荷 い実

現 する もの と して現実 的なの である。換言 すれ ば、思 惟が本 質的 に対象 に向 け られて いること、即

ちその志 向性 思惟 され る もの な くして はいかな る思惟 も存在 しない の故 に思惟は自己が主観

的 に志 向す る現 実 か ら客 観的 な志 向的現実性 へ と移 りゆ く作 用 と して現実的 である。 その結果 、思

惟 のゲ シュ タル トが もつ意味 の現実 性 が重要 となる。思惟 がその現実性 の うちで、客観的 な具象 へ

向か うこの運動 を、ヘーゲル も又 、弁証法 的方法 と して初 めて うち立 て た。 しか し、ヘ ーゲ ルの弁

証法 は存在 と思 惟 の同一 性 と しての絶対概念 とい う抽 象的発端 か ら始 ま り、 それに よって、概念 が

自己自身 を具体化 してい く自己運動 へ と移 りゆ くので ある。その結果 、概 念 を具体 化す る ことか ら、

自己自身へ 回帰 す る概念 の弁証法 的 「経験」 が生 じる。 しか し、統合 的な具体的思 惟 は、概念 を越

える意味の段 階 において展 開 される。従 って、 この思 惟 は、抽 象的概念 による形式 的図式 によって

も、弁 証法的 図式 によって も、換言 すれ ば、ア リス トテ レスに従 って も、ヘ ーゲ ルに従 っても解釈

され ない。 この思 惟 は、 その名が示 す如 く、論理 的ゲ シュ タル トを通 じて、意味 を具体 的に実現す

ることで ある。(意
.味は、言 葉 をもった ロゴスと して 、言 語 に おける論理現象 を形成 する。)

(合 生す る(concrescere)に 由 来す る)具 体的 な もの とは、全体的 な接合関係 に基 づ く全体 構

造 か ら生 じる。 この接合構造(Gefuge)と は 、各部分 がそれ ぞれ全体へ接 合 さ れ る と い う在 り

方 において、全体 を具体化 す るとい う構 造 であ り、 それ故 、構造 主義 にお ける抽象的 な構 造の ア ・

プ リオ リで はない。ゲ シュ タル ト(Gestalt・)と は、統 合論理学(integrateLogik)で は 、方法 である

即 ち、一 つの 「体系(System)」 の 全体 へ と至 るべ く、意 味 を展 開す る移行 的諸 段階 にお いて、意
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味を形成する方法 とみなされる。

統合的な具体的思惟は三次元的である。この思惟は、思惟 と経験、形式 と内容、そして言語 と(判

断の論理形式 とは決 して一致 しない)言 明における現実性の聞のそれぞれの統合関係から構成され

る。統合的な綜合 という仕方で自らを形成するという特徴をもったこの思惟 は、その創造的性格 に

よって特色づけられるということは注 目に値することである。ゲシュタル トという方法は、古代の

静的概急 とは反 対 に、ゲ シュ タル トの もつ動 的概 念 に もとつ いて いるのみ な らず、その力学 は同時

-に 創造 的で ある
。勿論 、 この ことは、思惟 がその対象 と しての現実性 を、その形式 、即 ちカテゴ リー

の うちで ア ・プ リオ リに構成 し、それ によって、経験 的実在性 を超越論 的観念性 の うちに解消 す る

ことがで きるかの よ うな観念 論的 な意味 におい てで もな く、 しか し、又、思惟 が現実性 を現象 か ら

抽 象的 に推 論 し、演 繹 し、根拠 づ ける ことがで きるか の如 き、実在論 的 な意 味 においてで もない。

この両者 の場合 に は、 ア ・プ リオ リに、思惟 と経 験 の対立 か ら出発 している。思惟 と経験 は、 しか

しなが ら、同一律 に従 って相互 に還元 され うる もので はな く、却 って、 その差 異性(Differenz)

に お いて、一つ の統合的 、即 ち、相補 的 な統一 をなす 。換言 すれ ば、その中で 、諸部 分が全体 の う

ちに包摂 され ることも、又、総計 されて全体 となると いうので もな く、そ うではな く、各部 分が 、

そ れぞれ余 す ところな くその完全 な状 態 で保 たれ てい るような全体 であ る。形式 と内容、思惟 と経

験 、言語 と現実性 が、 この ようなゲ シュ タル トとい う論理 的様 相 にお いて構成 され る場合 には、全

体の接合構 造 において 構成要素 がこのように統合 され てい ることが、決定 的 に重要 であ る。 思惟は

そ の根源 的 な具体 性 とゲ シュ タル トにお いてのみ、即 ち、 その原初形式 の うちでの み・意 味 を実 現

し、意 味現象 を思惟 形式の 中で構 成 する ことがで き、 それ とと もに自 らを、その具体 的 に構成 され

た事物 と人 間への関係 の うちで 言語空 間の うちz実 現 する ことがで きる。

形式 と内容 の全体 の統合 か ら意 味現象が実 現され る場合 、思 惟 はその具体的 なゲ シュ タル トにお

い てのみ創造 的で あるとい うことを我 は、既 に強調 した。 この場合 、内容 とは言明の特殊 な内容 と

対象 、 それ らには、論 理学 は当然 か かわる ことはな いのであ るが 、このよ うな内容 と対 象で はな く、

形 式 がゲ シュ タル トとい う性格 を持 つ場合 の、原理 的な内容性 を意 味す る。 それ故 に、ウ ィ トゲ ン

シュ タイ ンは、 論理形式 を構成 す ることに対 し、それが 、内容上 の意味 を充実 す る可能性 をもつ こ

と を拒否 したの は正 しか ったので ある。純粋 な論 理形式 とは、実 際 には、抽象 で あ り、それ故 に、

意 味を欠 いた形式 にす ぎない。具体 的な思惟 のみ が、その論理 的ゲ シュ タル トにお いて、現実 性 に

対 する原理的 な意味連関 を もつ。 この ような思惟 のゲ シュ タル トに対 して、我 々 は、実践 への関係

を外部 か ら、抽象 的形式 に よって媒介 され ない ような方法 によって 、付加 す る必要 はない。なぜ な

ら、 「実践(Praxis)」 は、具体 的思惟 に含 まれてお り、その上更 に、 この思 惟 は、意 味 を意識 し

て いる行為 の根源 であ り、端初 で あるか らで ある。

それ に も拘 らず 、ゲ シュタル トと しての諸連 関の うちで現実 的で ある思惟 を芸術 と芸術 的創作 の

分野 に制 限することは誤 りであ ろ う。創造 的で ある ことは、人間精 神 にとってすべ ての分 野 において

固 有 な ことで あ り、学 問の分野 において も又 そ うで あ り、技術 の領域 において も、 明 らか にそ うで

あ る。 あ らゆる現実化 の基礎 とな ってい るこの形 成的 に して原初 的 な思惟 を、意味 を構 成す る創造

的 な運 動の中 で追 求 し、 この具体的思 惟 に妥 当す る形式 の諸法 則 と構造 を明 らかにす ること こそ、
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統合論 理学 の試 み なのであ る。

ゲ シュ タル トと して具 体的 である とは、相 補的 な統合 構造 の実現 と して、形式 と内容が綜合 され

て いることを意味 する。分析的 な構 成要素 か らの合成 の事例 、例 えば、ア ・プ リオ リな形式(範 疇)

一と
、 ア ・ポス テ リオ リな内容(現 象)か らの合成 は、 カ ン トの超越論 的論理学 において は、ゲ シュ

タル トと して具体 的な接合構造 か らなる 綜合統 一 に達 して お らず、 その ように抽象的 に立 て られた

要素 は決 して、 この具体的接合構 造 に結合 され ないの である。具体 的な思惟 とは、思惟 と経験 の構

造的 な統 一 というゲ シュ タル トの うちで、形式 と内容 の原初 か らの統 合的統一 を形成す る ことを意

味 し 、この ことは、統合構造 の うちで具体 化 された解釈 において 、』即 ち、言語 と世界の間 の移 行的

な意 味連関の うちで、言 明 とその現実性 との統一 という契機 をもつ言語 において表 現される。思惟

と経験 の統 合のゲ シュ タル トは、前述 の如 き形式 と内容 の綜 合 に関 して、知覚 と概念 、明証性 と判

断 、そ して直観 的綜合 と体 系の間 に成 立 してい る。

知覚 、明証 、直観 は、概念 、判断 、推論体 系 とい う思惟 の構造 に対応 してお り、 この対応 におい

てそれ ぞれ の構 造 を実質 的(内 容 的)に 包摂 す る関係 をなす。 これ らの思惟構造 は、 この補完 関係

の うちで、自己 を展 開す る形 式 を も ち、 その形式 は、移行 的展 開 の中で、内容 に従 って独 自の位

置 を得 る。 この 移 行的 な構 造 の変様 と して 、知覚 か ら概念 が、抽 象的 、演繹的 な仕方 によるもので

も、弁証法 的過程 か らで もな く、 まさに移 行的 な綜合 というゲ シュタル トか ら生 ず る、知覚 と概 念

は、 その差 異 にお ける補完 関係 の うちで依 然 、共 に完全 で あり、相互 に独立 であ りつづ ける。 とい・

うの も、 この補完 関係 は、具体 的 なゲ シュ タル トにお いて 、そ の差異 を廃棄 しな いか らである。知

,覚 と概念 は、互 い に同一視 され ること もな く、又 、相互 に還 元 される こともな い。 これ らは、その

差異性 に もとつ いて、真 の相違 の うちで相補 的に関係 して いる。論 理的ゲ シュ タル トの根源 におい

て、その差異性 と統 合的統 一 は共 に保 持 されてい るので ある。 この論理形式 は、 こ こで は、抽象作

用 に よってではな く、移行 によって、即 ち、それ を展 開す る形式 の レベ ルへの移 し入 れ によって、

そのゲ シュ タル トの現実 化 を受 け とるのであ る。

経験 と思惟 の統 一 は、それ故 、決 して同種 の ものの統 一(同 一性)で はな く、差異 性か らなる全

体 の統 一(綜 体性)で あ るが、 しか し、この統 一 は、単 なる形式 的 な差異 と、(否 定の否定による)

弁証法的止揚から成 り立 つているので はな く、 む しろ、 その うちで この潜在的差異性 が くつ ねに緊張

関係の うちに あ り、それ故 に、 より以上 の意味 の展 開 を創造 す る可能性 が絶 えず保持 され ている よ

うな一定 の意 味 のゲ シュ タル トの うちにあ る。

形式 と内容の接合構 造 は、形式 的段 階(概 念 、判 断、 そ して推論)と それ に対応 す る実質的段 階

(知覚 、明証 、直観 的理念)か ら具体化 され 、そ して それ は、論理体 系 とい うゲ シュ タル トの うち

に統合 され る。 そ して この体 系 こそ、ゲ シュ タル ト論理 の統 合 の最 高段階 を表 わ しているので ある。

経験 は、知 覚 において構成 され るが、それ は諸 対象が 時間、空間 にお いて構造 化 され 、解 明 され

ることで ある。志 向的解明 、即 ち、対象 を実在 的 に創 出す るの ではな く、諸対象 に向 け られ、対象

を形像(Bild)の う ちで現 わす という解 明の うちでく 対象 的知覚経験 における思 惟の構造 的な在 り

方が 明 らか になる。 この解 明の うちに は、 すでに形象(eidos)が 感 覚 的形象 は意味形象 と して

表 出 してお り 従 って 、表示 が与 え られそ いる、即 ち、物 は空間 的対象 と して 表 示 して いる。
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この形象 は、時間的 に統 合 された現象 の連 関 の うちで 、ゲ シュ タル トの推移 と して現実的 で ある。

それ故、反 省は、す でに知覚 とそれ を論理 的 に表 示す る包括 的 な構造 の うちで、具体的 に生 起 して

お り、概念 的性格 の うちで初 めて起 こるので はない。(反省 は現象 として、ヌ ウメ ノ ンと同様 に現実

がその中 に存在 す る形式 で はな く、 現実 を解釈 しつつ表示 す る表 出機 能で ある。)

思 惟 は、それが経験 のゲ シュ タル トの うち に含 まれてい るが故 に、 この経験 のゲ シュ タル トか ら

移行 的綜合 に よっ て、思惟 形式 のゲ シュ タル トの うちへ移 し入 れ られ る。そ して、この ように して、

思惟 は、自 らの内で 、 より高次 なる反省 段 階 に お け る 独 自 な 形 式 へ と、到達 す るの であ る。

この ように或 るゲ シュ タル トか ら他の ゲ シュ タル トへ、 ある水準 か ら他 の よ り高 次の水準 へ移 し入

れ ることが、構造 の展 開 と して、 まさに 「移行(Translation)」 な のであ る。 この移 行関係 につ い

て の誤解 は、 それが一種 の抽 象 と して理 解 された という点 に ある。移 行 は、ま さ しく抽象 の反対 で

ある。思惟 は、知 覚 と知覚 の対象 を同一 化す るため に、知 覚か ら抽象 されるので はない0ま さしく、

知覚(「 直観」)と 思 惟 て「概念」)の 差異 こそ、 それ ら相 補的 な統合的統一 の形成 に とっての制約で

あるが 、この統 一 は、同種 の ものの統 一 ではな く、全体 の統一 で あ り、従 属関係 か らな るの ではな

く、同等関係 か らなる全 体の統一 で ある。周 知の形式 的、概念 的 な思惟 の図式 、即 ち、同一性 とい

つ図式機能 は、統合 と、その うちに基礎 をお いている移 行関係 の理解 に対 して最大 の困難 をひ きお

こす。この移 行 は、感官 の形象 を意味形象 の うちへ と創 造的 に、形成 しつつ譲渡 す ることと して遂行

され る。 この譲渡 は、移行関係 において はあ らか じめ直観 的 「形象」 の うちに包括 されてお り、 そ

れ は、 プラ トン、ア リス トテ レスの(類 か ら種 への)、分割 の手続 き(Diarese)に お け る如 く、概

念体 系 を抽象 的に構築す る ことによってで はな く、移行 的 に形成 され る意 味の綜 合 を通 じて、知覚

の対象 的世界 を、思惟 の対象 的世界 へ譲渡 する ことと して遂行 され る。知覚 世界 の諸 対象 を、空 間

にお いて構成 す ることは、諸対象 を最終的 に、思惟の世 界 に限定 す る こととなる。感官の形象 は、

形 成 された徴表(Symbol)と 記 号関係 の うえで、即 ち、言語体 系 において、明 白な意 味形 象 とな る。

経 験(知 覚)は 、概念 的性格 を もった思惟 に お いても、切 り離 された部分 や、断片 の ように ・抽

象 の途 中で置 きざ りに され る ことは決 してな い。 あ らゆる ものが 、独立 的で異 ってい る場合 で さえ、

経 験 が現 に在 ることは、具体 的な論理的 ゲ シュ タル トとい う構 造 を もつ思惟 において常 に維持 され

ている。その よ うに、論 理的諸 形式 は、経験 が現 に在 ること を通 じて、経験 か らの移行 とい う素性

の うちで構成 され る。例 えば、限定性、意 味の形象性 、対象性 といった概念 は、すで に、知覚 の うち

に、 その直観的 なゲ シュタル トにおいて含 まれ ている。(メ ルロー一ポ ンテ ィ ミ眼と精ネ暇 参照)

経 験全体の内部で、論理的に重要 な三つの差異化がみられる。概念が知覚 と結合す るように、判断は明

証性 と、 そ して、体 系 は直観 的 な仕方 で この体 系の基礎 と なって いる理念(体 系の 「根拠 を思惟 す

る こと」)と 結 びつ いて いる。判断 は明証性 な しには、その論理 的 に完全な具体性 に到達 しない。 明

証性 は判断 の論理 的ゲ シュ タル トに属 しているの で、明証 を欠 く場合 には、判断 は、その妥当性 を

失 い、原理上 、維 持 されな くなる。明証性 に最 初 か ら多種多様 な仕方 で伴 われ ている主観性 は、判

断が、 自己 の明証性 を論 理的 に、即 ち、 自己の根拠 を他の判断 との連 関の うちに もつ という ことか

ら構 成 でき るならば、判 断の うちで廃棄 され る。 それ故 、概念 が判断 の全体の うちで は じめて、即

ち、知覚 に対 して純粋 に並例的 で同等 な関係 づ けの うちで この ような関係 づ けの うちで は、知
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覚 の対象 は、概念 を通 じて一 定の仕方 で解釈 され るが 、 しか し、対象 の実在性 その ものと して主張

されるので はない その客観的 な現実的統合 を獲得 す るよ うに、判断 も、又 、他 の諸 判断 との連

関 においての み、その根拠 づ けと、更 に、判断 に おいて保 持 されるべ き可能性 を受 けとる。従 って、

概 念 、判 断、推論 というのは、知覚 、明証性 、直観的 理念 に対 して要 求 され る関係 にもとつ いて、

展 開 された体系全体 の意 味へ と至 る途上 における論 理的統 合の諸段 階で ある。

明証性 は、他 の諸kの 判 断 との根拠 づ けの連 関か らのみ、論理的 に、個 々の判 断 において獲 得 さ

れ る。 この ような根拠 づ けの連 関 はその連関の綜体 の うちで展開 されて、第一 の判 断、即 ち、原 則

へ と 至 る(原 則 とは、そ こか ら他の すべての命題 が、つ ま り、体系 の全体 が、 その結 果 と して生 じ

るような原 理の始 ま りで ある)。原則、即 ち「第一命題」 と しての 「原理」 は、最早 、他 の諸命題 か ら

導 出 されない。 さ もな けれ ば、それ は、第 一命題 でな くなる。 しか しなが ら、原則 は、 自らを他 の

すべ ての命題 の主 と して示 す判 断 と して、ま さ しく、他 の各 々の判断 と同様 に、論理 的にみ ると、

根拠 づ け られ るとい う要 求 に従 って いる。が、 この要 求 は、最早 、何 か或 る判断 に よって も、 そ し

て、 そのよ うな判断 の導 出可能性 によって も、つ ま り.、形式 的な論理的演繹 による展 開 によって満

た され ること はで きず、む しろ、実 質的 にのみ、 メ タローギ ッシュな根拠 の包含 に よって満 た され

る ことが でき る。勿論 、それ は、個 々 の感性 的経験 、即 ち、知覚 によるので はない。知覚 は、厳密

に単 一 な個別 包括 と して、体系 の綜 体 に対 応 してお らず 、それ故、体系 を基礎づ けることはで きな

いか らである。従 って今 や、体 系 を根拠づ ける全体 的包括 が重 要で あ り、 メタローギ ッシュな根拠

としての この全体的包括 とは、根 拠 を思惟 す ること として直観 的 に与 え られ る理念 を通 じて、体 系

の うちに、移 行的 な仕 方 で、帰納 的 に移 し入れ られて、体系 の うちで論理 的 に展 開 され る。 この体

系 も又 、それ に対応 す る全体 的内容 と全体 的形式 か らなる一 つのゲ シュ タル トであ る。 この移行 的

な仕 方 で展 開 され る思惟 の運動 は、相補 的に統合 しつつ、概念 と判断 とに区分 された全体 に対 して、

根拠 づ けの連 関 を形成 して いる。が、 この思惟の運動 は、 因果 関係 の導 きに従 ってのみ行 われる。

それ故 、 この思惟 の運動 は、 因果 関係が 同一律 の関係 へ と還元 され る ことによって変形 を蒙 り、換

言すれば概念 と概念関係のレベルに還元され、媒概念(M)を 通 して、下位橿念(S)を 上位概念

(P)の う ちに包摂 す るとい う概 念か らな る推論 の運動へ と変形 される。 「分析論(Analytik)」 と

しての ア リス トテ レスの三 段論法 にお いて、 この統合 的 な在 り方 にもとつ いて推論 を進め る思惟 の

運動 は、包摂(Subsumtion)と い う手続(順)に 従 って、概念 の レベ ルへ と、即 ち、本 質概念 を定

義 と分 類 によって推論 す る論 理学 の粋 内 で連続 的 に媒介 され た概念 形成へ と還 元 される。その結果 、

論理 的な もの(dasLogische)は 抽 象 的 な概念 のModellの う ちへ 、従 って、同一性 と抽象 的論理形

式 か らな る図式主 義へ と制 限 される。思惟 の運動 が本来持 つているその形式規 定 と しての因果関係

は、今 や、同一律 が、 それに乗 って活 動す る車 とな る。 その結果 、体 系の もつゲ シュ タル トは、 そ

の綜体性 が同一性 へ と変造 され、変形 され るとい うデ フ ォル メ(Deformation)を 被 る
。 この こと

は一元論 的、観念 的な諸体系(「 すべ ての もの は物 質で ある」 「すべ ての もの は精 神である」等 々 の

型 に従 う体系)の うちで生 じる。 それ故 に、論理 的な体系 のゲ シュ タル トにお けるこのデフ ォル メ

が指摘 されるな ら、体 系の論理 的偽 造 を批 判す ることが可能 とな る。公 理 による定義 を通 じて
、体

系 の根 拠が定義 され た概念 と して定 立 される場合 、つ ま り、同一律 の原理 にもとつ いて展開 される
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場 合、その結果 、体系の根本概念 に既 に含 まれて いるもの だけが包含 され、他の もの はすべ て排 除

される という ような体系 、即 ち、閉 ざされ た体 系 が生 じる。 この ことは、必 然的 に或 る綜 体概念 の

もとで現実 を全体 と して客対 化 し、その もと に包摂 する ことを意味 する。が、 この ような綜体 概念

は、概念 と してのその論理形 式 の うちで、常 に全体 か ら限界づ け られた一部分 のみ を対象 的 に規定

し、 それを全体 か ら分離 す るだけで あ り、その結果 、 この ような綜体概 念 は、体 系構成 を展 開す る

場 合、部分 を全体 と して措 定 し、それ に伴 う論理 的に必然 な帰結 と して、全体 を否定 する。そ して、

思惟の現実 に対す る関係 の うちで、全体 を概 念 的に抽象 して体系化 す ること によ り、具体 的 な全体

を崩壊 させな けれ ばな らな くな る。 この具体的 な全体 の破 壊 は、開かれ た体 系(OffenesSystem)

と しての論 理的 ゲ シュ タル トと 構 造 に よ っ て の み 克 服 さ れ る。 根 拠(Grund)と 対 象性

(Gegenstan(丑ichkeit)と の 間 には、論理的な意味 でρ根本的差 異 が存在 す る。換 言す れば、対象 的

概念 的 な仕方 で は規定 されな い、つ ま り、原理上 メ タローギ ッシュな体系全体 の根本連 関 と、 因果

律 に従 って同一律 に還元 され えない この根本 連関 が論理 的 に展 開 され る こととの間 に根本 的差 異 が

存在 す るので ある。それ故、 この体 系 はその論理 的ゲ シュ タル トにお いて、 このゲ シュ タル トの根

拠 が メ タローギ ッシュな仕方 で与 えられて いる ことに対 して、常 に開 かれ た在 り方 で存在 して いる。

そ して、 この体系 は、それ が本 来的 に もつ相対性(相 対主 義 とは何 の かかわ りもない)の うちで、

即 ち、如何 なる体 系 といえど も、現実性 の全体 を決定 的 に余す ところな く一つ の体系 の中 に収 め る

ことがで きない故 に、 その体 系が他 の諸体系 と共有 する個 別的 で はあるが、 その体 系 に独 自な絶対

的妥 当性 の うちで存在 しうるの である。 この ような全体 へ のかか わ りと分与 によって、この体系 は、

他 の諸体系 に対 して 、歴史 的 に、対 決 させ られ 、それ らと論争 し、それ によって 自 らを発展 させる

ことが できる ような開放性(Offenheit)を 獲 得 す る。一つ の対 話 といえ ども・開 かれた体系 の間

での み可能 で ある。統合 論理学 は、開 かれ た体系 と して形式 的弁証 法で はないが、疑 いな く、一 つ

の対話的方 法 なの であ る。
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